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～はじめに～ 
 
比奈知ダムは、平成 11年から管理を開始している多目的ダムである。 

この「令和 5年度 比奈知ダム定期報告書」は、「ダム等管理フォローアップ定期報告書作

成の手引き」（平成 26 年度版国土交通省河川局河川環境課）に基づき、ダムの概要、洪水調

節、利水補給、堆砂、水質、生物、水源地域動態に関わる調査結果等を客観的・科学的に分

析・評価を行い、今後の比奈知ダムにおける適切な管理に資すること目的としている。 

本報告は平成 30 年度～令和 4年度までの管理状況を取りまとめたものである。 

なお、平成 29年度までの管理状況については「平成 30年度 比奈知ダム定期報告書」に

おいて取りまとめている。 
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